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程日

10月 1日 O針)

10月 2日 (土 )

開  会  式

研 究 発 表

評 議 員 会

研 究 発 表

記 念写 真 撮.影

総     会

懇  親  会

10月 3日 (日 )

(於 法文系201教室 )

(於 記念講堂小会議室)

(於 中庭 :噴水前)

(於 法文系201教室)

(於 新三浦)

(於 文化史閲覧室)

(四部会にわかれて)
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第 1部 会 (201教 室 )

10月 2日 (■)午 前 (9:2o～ 12:00)

1。 私立大学における宗教教育の現状をめぐって

2 明治法制史における宗教法く医療妨害・人心惑乱>行為対策の変遷

3。 宗教的観念とダーウイン型進化論・ ホワイトヘッドの所説によせて

4 宗教寛容論の根拠についての一考察一一言語のアチロジー

ユ 宗教的言語について

a エ リアーデの『 夏至の夜』の意味するもの

7.刈隈重信における宗教 と政治のかかわ り

& 市民宗教 と公民宗教一―権威 とアイデンティティをめぐって一一

10月 2日 (土)午 後 (15100～ 15/120)

Q 平和を求める宗教運動        ―

10。 初期「 無我愛J運動と河上肇

11.メ ンシングにおける「 自我」の問題

12「宗教的エートス」について一―倫理学的エートス論との対論す

13 樋ロー葉の宗教意識i

14。 東西霊性交流における受容と拒否一―禅僧の西欧修道院滞在の成果一

10月 5日 (日 )午 前 (9100～ 12:00)

15。 伝道上からみた仏教の安心について

五 「 鈴木宗教学Jについて

17.宗教と経済倫理(a一―近江商人の信仰 ―一

1& 岸本英夫における′い理学的宗教学

19 ハイラーにおける「 言葉」について

20。 ルイス・デ・ レォンの宗教的言語論

21. 0.グ リュントラーの宗教現象学について

22「 柱状化」(Pillariation)を めぐって

23 真清居士・鈴木馬左也の禅と人間像

10月 5日 (日 )午 後 (15:00～ 15100)

24。 宗教研究における現象学的方法の成立 と展開

25。 エレウシスの秘儀に見られる霊魂観

2Q 政教分離の法理と風土

27。 信教の自由と政教分離

2a 明治の新仏教と宗教学
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門 富二夫

(京 都 女 大 )

(大 正 大 )

(西 山短 大 )

(和 歌 山 大 )

(京   大 )

(川 村 短 大)

(早   大 )

(筑 波 大 )

石 神 武 信

三 宅 守 常

北 り|1直 利

金 井 新 二

高 木 きよ子

安 斎   伸

皆 川 広 義

和 田 真 二

芹 ′‖ 博 通

島 田 裕 巳

入 井 信 明

鶴 岡 賀 雄

華 園 聰 磨
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(東   大 )

(大 正 大 )

(東   大 )

(島 根 大 )

(南 山 大 )

(駒   大 )

(愛知学院大 )

(大 正 大 )

(文 教 大 )

Cコ順と文Jし会議亀)

(駒   大 )
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第 2部 会 ( 202 教 室  )

10月 2日 (土)午 前 (9120～ 12:00)

ルターにおける神の死の系譜

テ ィリッヒにおける哲学と宗教

ルネッサンス美術考(⇒

虚無と悪の問題一 有の立場 と絶対無の立場において一

シュライエルマッハニにおける宗教と歴史・社会

初期時代のアウグスティヌスの実践生活について

平和主義再洗礼派における国家 と宗教

伝承の受容と教典の形成

10月 2日 (土)午 後 (15100～ 15:20)

ェーペ リンクの教義学の構成

パルトの予定論と歴史哲学

クザーヌスにおける≪ Vis Creativa>に ついて

人間的時間についての研究序説一 波多野『 時と永遠 』を出発として

創造論の展開過程一試論

キエルヶゴールの思想の一断片

10月 3日 (日 )午 前 (9:00～ 12100)

グリゴリオス・パラマスにおけるthe5sisについて

道徳 と泉弊一 ヒュームとカントーー

聖書の贖罪精神 と聖霊融合の接点についての考察

ニコラウス・ クザーヌスにおける血eoSと theorO

バウル・ティリッヒにおける「 理性と啓示」について

マイスター・ エックハルトのマナロギー論

「 有りて有るもの」一 出エジプト記314硼 椒 の試み一

M.Lutherに おける罪の性格

キエルケゴールにおける「 真理」と「 伝知」の問題

10月 5日 (日 )午 後(15:00～ 15100)

ヘルダー リンのキ リス ト像

律修教会参事会員運動と隠修制-11012世 紀教会史の一局面

サン=マ ルタンと｀存在の連鎖 ″
― 十八世紀神秘思想の―mlj面

オ リゲネスの復活論における魂とからだの問題

ニーチェのイエス像
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旭 雄

良 仁

永 子

修 道

康 治

毅

博

大 )

大 )

大 )

大 )

大 )

(東北学院大 )

(早

(東

(花

(大

(早

(創 価 大 )

(北   大 )

雄二郎 (同 志 社 大 )

末 男 (広 島 工 大 )

紀 幸 (早   大 )

真 三 (プ
ξ 異

)

宙 丸 (早   大 )

憲 一 (大 谷 大 )

澄 (仏 教 大 )

宣 男 敏動伏女短大)

範 恭 (近 畿 大 )

富 雄 (愛知県立大 )

泰 男 (桜 美 林 大 )

照 久 (明 星 大 )

哲 雄 (早   大 )

智 見 (東京工芸大 )

幸 治 (京   大 )

英 子 (東   大 )

正 道 (九   大 )

喜和人 (東   大 )

みや子 (東   大 )

雄 一 (大 正 大 )
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大
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村 野

木 原

清 水

新 藤

田 島

山 我

加 藤

佐 藤
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第 3部 会 (203教 室 )

10月 2日 (土)午 前 (9:2o～ 12:00)

後期 シエ リングについて

0.F.やレノーにおける「 感謝」について

シュアィルナアの唯一者について

最近のヘタサプラ研究 ― タインタを中心 として一

『 宗教論』第四講再考一 Gヽ eSell撃eit″ を中心に一

I ndi宙 duationと 死

ハイデッガーの思惟の転回について一 真理の問題をめぐって一

スピノザにおける人間の不死性

10月 2日 (土)午 後 (15100～ 15:20)

「 時熟と光J一―′`イデッガーの存在 と時間をめぐって一

ポスチュラートと超感性的 なもの一『 判断力批判 』を巡って一

ヤスパースにおける愛の思想

意志 と表象の世界 と宗教

ギリシア思想の受容者 としてのフィロンー考

フィヒテの言語論

10月 5日 (日 )午 前(9:00～ 12100)

ベルクソン宗教理論における「 神話作用」の考察

死の受容における永遠なるものの機能

ソクラテスの「 神」

キケロにおける国家と神の問題

ホメロスとプラトンーーふるさと帰 りのモチーフについて一一

ライプニンツ『 神義論』の悪について,ドイツ啓蒙思想の展望(⇒

ルソーのナルシシズム

ヘーグル哲学における宗教一 美魂の問題の考察

スピノザの神における非人格性

10月 3日 (日)午 後(15100～ 15100)

間の存在論について

後期田辺哲学の菩薩道的傾向について

D.ヒ ュームの「 霊魂不死論」について

初期オルフェウス詩の宗教的位相について

利那主義の問題
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武 麿 (大 谷 大 )

東 揮 曜獅疎教化研 )

幸 博 (東 海 大 )

益 (筑 波 大 )

幸 彦 (明   大 )

実 (東京工芸大 )

俊 昭

秀 憲 (京   大 )

隆 徳 (早   大)

道 子 (筑 波 大 )

潔 (奈良県立大)

サヤカ (日本歯科大 )

稔 (早   大 )

諦 虔 (日 本 大 学 )

土 井

氷 見

酒 井

丸 野

遠 山
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第 4部 会 (204教 室 )

10月 2日 (土)午 前 (9:20～ 12:00)

浄影寺慧遠の九品往生

源信の浄土念仏について

法然の救済念仏 と根拠

=輪流神道の互為灌頂について

「 観経疏 」に於ける九品論に就いて

親鸞における仏性の問題

六十万人頌にみられる一遍の念仏信仰

一遍聖 と結縁衆について

10月 2日 (土)午 後 (151oO～ 15:20)

『 三教指帰』における三教論判の基軸思想

親鸞における<法然>と の出遇い一 二つの教言一

「 教行信証」題号の意味するも― 親鸞の仏教理解の積極性一

浄土教における信について

証空の深心釈      `

親鸞の信にみられる宗教的基盤理念の構造

10月 3日 (日 )午 前 (9100～ 12:00)

親鸞における否定的側面 と方便

一遍の｀再出家 ″につぃて

親鸞における自然について(a

「 山家最略記 」をめぐって

末法の旨際と宗教的実践                  _

成立期のハワイ浄土宗教団

歎異抄 13と ペラギウス論争

「 親鸞一人」につして― キルケゴールの「 単独者」を顔慮し
"一

曇鸞浄土論註の宗教的志向

10月 5日 (日 )午 後 (15:00～ 15100)

現生不退

空海のイメージの世界について

千観の往生思想について

大師信仰組織化の問題

日本密教の観法の原点

宇 野

福 原

新 保

八 日

正 木

田 官

石 岡

早 坂

頑 敏

隆 善

哲

幸 雄

晴 彦

仁

信 一

博

田 聖 宏

山   等

川 俊 昭

多 雅 子

チ|1尭 敏

田 充 之

代 俊 幸

野   潤

田 真 雄

原 信 海

治 人

見 定 信

垣 不二麿

口 龍 男

本 芳 契

隆   優

本 高 志

良 弘 元

藤 洋 文

長 有 慶

(愛知戦 大 )

(仏 教 大 )

(両 国 高 )

(今 官 高 )

(長 崎 大 )

(時宗教学研 )

(東Jヒ福祉大 )

(大 正 大 )

(大 谷 大 )

(大 谷 大 )

(要
り♂ 奔

)

(大 正 大 )

(龍 谷 大 )

(同 朋 大 )

(大 正 大 )

(早   大 )

(大 谷 女 大 )

(大 正 大 )

(愛 知 大 )

(早   大 )

0饉学院短大)

(大 谷 大)

(東   大 )

(日   大 )

(大 正 大 )

(高 野 山 大 )
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品

飯

寺

気

廣

石
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第 5部 会 (216教 室 )

lo月 2日 (土)午 前 (9:20～ 12100)  ‐

文殊師利菩薩と金剛曼陀羅

参詣曼荼羅における空間認識の問題

続蔵の華厳注硫よ りみたる法蔵,慧妃 李通元について

禅の自間 自答と露柱

勒那摩提系の習禅者につぃて

中国八関斎会初探(カ

「 身b脱落」考一 の2-

大明南蔵と北蔵の諸版

10月 2日 (土)午 後(15:00-15:20)

松源崇嶽の思想について一 語録を中心として

臨済宗法燈派、末寺について

北■揮と法華経思想

梁高僧伝の神仏交渉

根源的経験の究明

明治仏教を考える

10月 5日 (日 )午 前(9:00～ 12:00)

近代仏教教団における統合過程の分析的研究

薩摩藩の後期真宗禁止政策

九州信仰梵字文化の研究

江戸時代後期の仏教思想界に現われた印度哲学研究の先駆者たち

仏教社会福祉の一考察一 その歴史的展開を中心として

胡適博士による滑壼の無遮大会の年度の決定について

毛坊主 と道場一 特に近江を中心 として一

「 江戸仏師系譜 」試考

知識人と法華仏教― 宮沢賢治の文学と信仰一

10月 5日 (日 )午 後 (15:00～ 15:00)

源翁心昭伝 についての一考察

良寛の騰騰任運 と道元

公案の解釈 と聖俗 の理論

ヘーゲルと道元の思維 について

律宗の宋朝禅受容について

横 地 清 恵

石 倉 孝 祐

河 村 孝 照

小 林 園 照

吉 田 道 興

里 道 徳 雄

佐 藤 悦 成

長谷部 幽 曖

長谷川 昌 弘

岡 本 貞 雄

中 濃 教 篤

佐久間 光 昭

玉 城 康四郎

古 田 紹 欽

り|1添

星 野

齊 藤

北 条

清 水

長 嶋

菊 池

江 ロ

渡 辺

崇

元 貞

彦 払

賢 三

海 隆

孝 行

武

正 尊

宝 陽

石 川 力 山

半 田 栄 一

風 間 敏 夫

岡 島 秀 隆

中 尾 良 信

(国 学 院 大 )

(東 洋 大 )

(花 園 大 )

(愛知学院大 )

(東 洋 大 )

(愛知学院大 )

(愛知学院大 )

(愛知学院大 )

(大 正 大 )

(日蓮    )

(日   大 )

(日   大 )

(大 正 大 )

(髪
児島県

業
)

(梵字資料研 )

(大 正 大 )

(立 正 大 )

(国会図書館 )

(大 谷 大 )

(東日本学園大)

(立 正 大 )

(駒   大 )

(中 央 大 )

(法 政 大 )

(愛知学院大 )

(    研)
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第 6部 会 (207教 室 )

10月 2日 Gl)午 前(9:2o～ 12:00)

1。 四諦の 集`″について

2 唯識観の形成一 言葉の役割をめぐって一

a 断善根と続善根

4『 大乗荘厳経論』第Ⅵ章 T`attva″ 考

5.パ∵り・アビダンマにおける「 現在」の概念について

a 巴利仏教の後期アビルレマの哲学的展開一 巴利九註を中心として

7.順正理論における部派や論師の所説

8。 「 十地経」序品におけるadhisthana(加持)について

10月 2日 (土)午 後 (15:00～ 15:20)

a 世親と衆賢の無表業理解

10「 正法念処経」の所属について

11。 ス リランカ仏教にみられる聖・俗的要素

12。 世親摂論の量義について

13 ウパニ_シ ャッド文字と伝道

10月 5日 (日)午 前 (9100～ 12100)

14 解深密経第一章と菩薩地

15。 阿毘曇心論 について

16.マハーバーラタにおけるクリシュナとカルキについて

17.シ ャーンタラタシタの聖教量批判

18 HevaJr a系 儀軌にみるastasmasana

19 グルマキールティの因果論

2Q インド神秘思想における一如について

21.オーロビンドの宗教思想の一考察 (‐ integralに ついて)

ツォ ンカパの「 諦教 」について

10月 5日 (日) 午後(15100～ 15100)

古代北インドの仏教儀礼

ビルマ上座部宗派合同会議

印度におけ る僧院と教育について一 ナーランダ僧院を中心 として

舎利弗阿毘曇論の修行道論について

仏教文学と口誦伝承
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静 (大 谷 大 )

宗 (龍 谷 大 )

行 (大 谷 大 )

理 (長 崎 大 )

明 (大 谷 大 )

哉 (大 谷 大 )

純 (大 正 大 )

由 (駒   大 )

光

明 (婆 T妻 つ

園 (龍 谷 大 )

照 (阪   大 )

性 (九   大 )

和 (大 谷 大 )

生 (立 命 館 大 )

徳 姉商山学院大)

樹 (東 洋 大 )

隆 (広 島 大 )

運 (学術振興会 )

彦 (関 西 大 )

乗 (大 谷 大 )

恒  (    吏
)

応 (亜 細 亜 大 )

果 (八代学院大 )

照 (武蔵野女大 )

壮 (名 城 大 )
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第 7部 会 (301教 室 )

10月 2日 往 )午 前 (9120～ 12:00)

「 もり供養 Jにおける教義的側面

平田篤胤における他界観の形成               
‐

墓と機 と

祭における構成の変化

山崎闇斎 と林羅山一 闇斎における神道志向の問題をめぐって一

稲荷信仰の習合事例

古事記の成立

火継ぎ神事の研究史

10月 2日 (土)午 後 (15:00～ 15:20)

内棲型新興教国成立の過程 と条件

近世における大和陰陽師

初期霊 友会の思想基盤について

出口王仁三郎の言霊論一 言霊宇宙論の完成

世襲布教師と霊能布教師

宗教的体験1の分析的研究

10月 5日 (日 )午 前(9:00～ 12:00)

対馬の亀 ト

<逆修>考

善光寺縁起の解釈について

宗教 と空間一 M,アルバ クスの集合記憶論

「 脱呪術化J(M.ウ エーバー )概念の宗教史学的再検討

R.N.ベ ラーと「 市民宗教 」

<死ゝをめぐる宗教社会学

地蔵菩薩の変貌― その生成 と変容について一

墨家における鬼神観

10月 5日 (日 )午 後(15:00～ 15100)

ウイリアム・ ジェームズのセルフの問題 と異言並びに創唱神話

Great Motherと (水辺の母子)物話について

幻影の未来-7ロ イトと宗教

近代日本における宗教神秘主義の一形態・ 友清歓真について

夢のなかの翁
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弓 (島 根 大 )

二 (九   大 )

隆 (神官研修所 )

人 (国 学 院 大 )

彦 (国 学 院 大 )

渉 館城学冠U→

一 (皇 学 館 大 )

房 (国 学院 大 )

茂 (東 洋 大 )

志 (大 谷 大 )

司 (中央学術研 )

二 (国 学 院 大 )

孝 (国 学 院 大 )

常 (大 正 大 )

実 (竹 早 高)

隆 (仏 ,教 大 )

治 (大 正 大 )

敏 (筑 波 大 )

男 (立 教 大 )

健 (Ic C.U.)

雄 (大 正 大 )

隆 (大 正 大 )

介 (大東文化大 )

実 ,(御 影 :高
)

子 (九 : 大 )

豊 (神 奈 川 大 )

志 練京疎 :警事)

雄 (歴 :民 博 )
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第 8部 会 (302教 室 )

10月 2日 (土)午 前(9:20～ 12100)

1・ 日蓮における経済的側面の研究一 く勧進聖〉的性格について

2 ゾロアスター教における聖なる火一 ナオサリの事例を中心 として ―

3 仏教東漸 の系譜一 南米と北米における禅仏教の進展

4.北設楽の花祭にみる方位の問題

5。 成巫過程 と宗教 。文化的背景一 宮城県中央部の事例を中心として

6。 出雲・ 中国山地の龍蛇と神楽と託宣

7。 中部ヨーロッパにおける冬送 りの習俗とユダの問題について

& 儀ネL研究の二方向

10月 2日 (土)午 後(15:00～ 15120)

9.韓国の巫歌を通 してみた巫祭の性格について

10。 村落社会における宗教変容一 三重県度会町の宗教調査よリー

11。 神社合併の一側面― 三重県度会町の宗教調査より

12 明治維新における新後生の運動

13 日蓮における宗教的象徴 と鎌倉後期武家社会

14.ハ ッタライトの社会化について

10月 5日 (日 )午 前(9100～ 12100)

1ユ 沖縄社会におけるユタの位置一―間中組織 との関わりにおいて

16.雲仙修験 とキ リシタンの伝来

17.ラ ンターズ運動における浮か測騒ぎ― その行動の具体的事例と意味

1& アメリカ社会における日系新宗教の変容一 日米解脱会を比較 して一

解脱会の宗教的宇宙観

教祖誕生一 解脱会の場合―

岡山県奈義町の風土と雨乞習俗

聖地の構造ニ コプト修道院のフィール ド・ ノー トから

筑波の犬供養と流れ灌頂

10月 5日 (日 )午 後(15:00～ 15:00)

「 放生会」について

台湾の民衆宗教・二貫道について

「 差別事象 」接近への宗教学的可能性をめぐって

母系宗教の理念について

山田県の盲僧教団の研究

沖縄・奄美の石敢当続考

大久保 雅

中別府 温

小笠原 隆

春日井 真

メ|li村 邦
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(九   大 )

(早   大 )

(東
:  

大 )

(九 ' 大 )

(愛知学院大 )

(皇 学 館 大 )

(文 化 庁 )

(西日本短大 )

(九   大 )

(九   大 )

(大 谷 大 )

(慶   大)

(東  '大 )

(1東   大 )

(東   大)

(民   博 )

⊂裁判撤伏)

(図書館情報大)

(天 理 大 )

(駒   大 )

(1広島修道大 )

(京 産 大 )

(山 由女 大 )

(鶴 見 大)
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〔シンポジウム〕

第1部会「死の問題」

死の問題

死の問題

死の問題

死の問題

死の問題

10月 3日lE)午後 (13100～ 18100)

201教室

武

中

早

薗

田

義 範

秀 恭

鏡 正

稔

徳 善

内

り!|

島

田

丸

(愛 知 学 院 大)

(I  C U)

(東    大 )

(国 学 院 大)

(東    大)

第 2部会「原始仏教 とジャイナ教」202教室

原始仏教 とジャイナ教

仏教・ ジャイナ教発生基盤 とその形成

「原始ジャイナ教の認識論」・

原始仏教 とジャイナ教

第 3部会「新宗教における歴史把握」

如来教 と天理教

谷日正治と内村鑑三におけるメシア待望

新宗教における歴史像

新宗教における救済史神話と終末主義

日蓮系諸教団における歴史把握

第 4部会「カ トシズム と土着文化」

宗教の残存性と深層性をめぐって

聖マルチンの祭 とグルマンの習俗

南島におけるカ トリック教の受容 と変容

ユダヤ・ キリス ト教 とヘ レニス ト・キリス ト教 との対立

グアダルーペの聖母崇敬
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301教室
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(西 日本 短 大)
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